
『本
尊
問
答
抄
』
に
関
す
る

一
考
察

宗
祖
遺
文
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
意
義

生
回

一
、
問
題
の
所
在

日
蓮
聖
人

（以
下
宗
祖
）
の
教
学
を
め
ぐ

っ
て
は
、
そ
の
滅
後
間
も
な
い
頃
か
ら
様
々
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は

「本
尊
」
に
関
し
て
も
例
外
で
は
な
い
。
本
尊
論
、
す
な
わ
ち
宗
祖
の
示
さ
れ
た
宗
教
が
い
か
な
る
形
の
本
尊
を
要
請
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
大
き
く
二
つ
の
潮
流
に
分
か
れ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る

「人
本
尊
」
と

「法
本
尊
」
で
あ
り
、
そ

の
形
態
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

①
　
人
本
尊

釈
迦

一
尊
…
…
法
華
経
本
門
に
説
か
れ
る
久
遠
本
仏
。

一
尊
四
士
…
…
釈
迦

一
尊
に
、
上
行

。
無
辺
行

・
常
行

。
安
立
行
の
四
菩
薩
を
加
え
た
も
の
。

二
尊
四
士
…
…

一
尊
四
士
に
法
華
経
見
宝
塔
品
を
中
心
に
説
か
れ
る
多
宝
如
来
を
加
え
た
も
の
。

②
　
法
本
尊

題
目
…
…
南
無
妙
法
蓮
華
経
　
首
題
本
尊
。

桂
林
学
業
　
第

二
十
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曼
荼
羅
…
…
宗
祖
独
自
の
曼
荼
羅
。
十
界
曼
荼
羅
と
も
呼
ば
れ
る
。　
一
塔
二
尊
四
士
は
こ
の
造
像
形
態
。

こ
れ
ら
の
具
体
的
形
態
に
つ
い
て
、
そ
の
遺
文
中
に
お
け
る
表
現
が
、
実
に
様
々
な
形
で
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
中
か
ら

ど
れ
か

一
つ
を
宗
祖
の
真
意
と
し
て
結
論
づ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
望
月
歓
厚
氏

は

「
日
蓮
聖
人
の
本
尊
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、

先
づ
第

一
に
文
献
的
立
場
か
ら
、
宗
祖
の

一
代
に
亘
る
遺
文
上
に
い
か
に
本
尊
が
表
現
さ
れ
た
か
を
、
立
論
の
基
盤
、
素
材
と

し
て
解
明
す
る
。
然
し
素
材
の
平
面
的
叙
述
は
、
そ
の
間
の
衝
突
を
選
択
取
捨
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
整
す
る
に
外
な
ら
な
い

か
ら
、
完
全
な
異
見
の
統

一
は
容
易
で
は
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
望
月
氏
の
言
う

「素
材
の
平
面
的
叙
述
」
と
い
う
の
は
、
別
表

（本
稿
末
尾
に
記
載
）
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
宗
祖
遺
文

上
に

一
見
無
秩
序
に
存
在
し
て
い
る
か
に
見
受
け
ら
れ
る
様
々
な
本
尊
形
態
を
、
時
間
軸
に
沿

っ
て
単
純
に
叙
述
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
が
、
そ
こ
に
は
矛
盾
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
望
月
氏
に
よ
っ
て
そ
の
問
題
の
解
決
方
法
の
第
二
段
階
と
し
て
呈
示
さ

れ
た
の
が
、
「本
尊
抄
等
の
重
要
御
書
に
立
脚
し
て
大
局
的
に
立
場
を
決
定
」
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
『観
心
本
尊
抄
』
は
宗
祖
自
ら

「日
蓮
当
身
ノ大
事
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
宗
祖
の
最
重
要

遺
文
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

『観
心
本
尊
抄
』
の
中
に
お
い
て
さ
え
も
、
本
尊
に
関
し
て
様
々
な
形

態
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
、
如
何
に

『観
心
本
尊
抄
』
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
を
問
題
解
決
の
緒
と
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
注
目
し
た
い
の
は
、
『本
尊
問
答
抄
』
で
あ
る
。
宗
祖
晩
年
の
弘
安
元
年

（
〓

一七
八
）
に
撰
述
さ
れ
た

『本
尊
問

答
砂
』
は
、
そ
の
冒
頭
に
、



問
テ
云
ク
、
末
代
悪
世
の
凡
夫
は
何
物
を
以
て
本
尊
と
定
べ
き
や
。

答
テ云
ク、
濃
騒
蔵
爛
絡
弾
熙
驚
以
で
癌
部
予
里
お
ヽ
し
。
（定
遺
一
五
七
三
頁
。波
線
部
筆
者
）

と
あ
る
よ
う
に
、
題
目
が
本
尊
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

「法
本
尊
」
を
端
的
に
示
す
遺
文
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
『本
尊
問
答
砂
』
が
、
清
澄
寺
修
業
時
代
の
兄
弟
子
で
あ
る
浄
顕
房
か
ら
曼
茶
羅
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、

そ
れ
に
回
答
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
こ
こ
で
宗
祖
が
題
日
本
尊
を
強
く
主
張
し
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
浄
顕
房

と
い
う
個
人
へ
の
曼
荼
羅
授
与
と
い
う

「特
殊
の
事
情
」
が
あ

っ
て
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
浄
顕
房
が
本
尊
と
す
る

大
日
如
来

（人
本
尊
）
に
対
比
し
て
、
曼
荼
羅
中
の
題
目

（法
本
尊
）
を
強
調
せ
ん
と
し
た
の
み
で
あ
る
と
し
て
、
『本
尊
問
答
砂
』

の
主
張
は
宗
祖
の
本
尊
義
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
、
従
来
理
解
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
『本
尊
問
答
砂
』
の
二
年
前
に

『報
恩

抄
』
が
送
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、

日
本
乃
至
一
閻
浮
提
一
同
に
本
田
の
変
雲
釈
輌
な
本
輌
嵐
す
ベー
畷
。
所
謂
宝
塔
の
内
の
釈
迦
多
宝
・
外
の
諸
佛
、
並
に
上
行
等

の
四
菩
薩
脇
士
と
な
る
べ
し
。
（定
遺

一
四
二
八
頁

・
波
線
部
筆
者
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

一
人
物
に
対
し
て
二
年
後
に
正
反
対
の
指
示
を
出
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と

い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
や

は
り
本
書
に
お
け
る
題
日
本
尊
の
主
張
は
、
宗
祖
の
真
意
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

『本
尊
問
答
砂
』
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
理
解
が
、
呆
し
て
正
し
い
の
か
否
か
。
今
回
は
、
『本
尊
問
答
砂
』
を
宗
祖
遺
文
全
体
の

中
で
い
か
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
を
考
察
し
、
『本
尊
問
答
砂
』
撰
述
の
意
義
を
解
明
し
た
い
。

な
お
、
宗
祖
が
本
尊
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
の
解
決
は
、
当
然
宗
祖
遺
文
の
中
に
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
議
論
の
前
提
と
し
て
、
遺
文
中
よ
り
本
尊
の
形
態
に
関
連
す
る
文
を
抽
出
し
、
本
稿
の
末
尾

（
一
八
三
頁
以
降
）

に
別
表
の
形
で
提
示
し
た
の
で
、
随
時
参
照
さ
れ
た
い
。

『木
専
門
本
少
』
に
関
す
る
一
考
来
　
―
常
ね
逍
夫
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
そ
義
―
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二
、
「法
勝
人
劣
」
論

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『本
尊
問
答
抄
』
は
人
本
尊
に
対
し
て
法
本
尊
を
宣
揚
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
冒
頭
の

問
答
に
お
い
て
端
的
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
煩
を
厭
わ
ず
そ
の
問
答
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
（引
用
文
中
の
傍
線

・
波
線
部

筆
者
）

【第

一
問
答
】

問
テ
云
ク
、
末
代
悪
世
の
凡
夫
は
何
物
を
以
て
本
尊
と
定
べ
き
や
。

答
テ
云
ク
、
法
華
経
の
題
目
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
。

【第
二
問
答
】

問
テ
云
ク、
何
レ
の
経
文
、
何
レ
の
人
師
の
釈
に
か
出
た
る
や
。

答
フ、
法
華
経
の
第
四
法
師
品
二云
ク
、
薬
王
在
在
虎
虎
二若
ハ説
キ若
ハ讀
ミ若
ハ誦
シ若
ハ童
日キ若
ハ経
巻
所
住
之
虎
．ス
皆
應
ドニ起
奪
七
宝
ノ

塔
↓極
メテ令
幅
高
度
巌
飾
ｔ
。
不
”須
一復
安
立
ル
ー
ラ舎
利
ヮ。
所
以
ハ者
何
ン此
中

ス́
己
二有
摯如
来
ノ全
身
・等
一ム
云
。
涅
槃
経
ノ
第
四
如

来
性
品
二云
ク
。
復
次
二迦
葉
諸
佛
ノ所
レノ、師
ト
スル所
謂
法
也
。
是
故
二如
来
恭
敬
供
養
ス。
以
フ法
常
す
ヲ故
二
諸
佛
モ亦
常
ナリ
一ム
云
。
天

台
大
師
ノ
法
華
三
味
二
云
ク
。
於
青
道
場
ノ
中
一
敷

・‐キ好
キ
高
座
フ
安
二
置
シ
法
華
経

一
部
“
亦
未
下
必
ヱ
須
男
安
ま
形
像
舎
利
並
二餘
ノ
経

典
”
唯
置

・‐ク法
華
経

一
部
↓等
一ム
云
。

第

一
問
答
で
は
、
「法
華
経
の
題
目
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
」
と
示
さ
れ
て
お
り
、
第
二
問
答
で
、
そ
の
そ
の
証
文
と
し
て
法
華

経
法
師
品
、
涅
槃
経
如
来
性
品
、
『法
華
三
味
懺
儀
』
を
示
し
て
い
る

（傍
線
部
）
。
こ
の
中
で
、
涅
槃
経
如
来
性
品
の
文
は
仏

（
＝
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人
）
と
法
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
箇
所
で
あ
り
、
こ
こ
で

「諸
佛
の
師
と
す
る
所
は
所
謂
法
な
り
」
と
し
て
法
勝
人
劣
の
立

場
を
示
し
て
い
る
。

【第
三
問
答
】

疑
云
　
天
台
大
師
の
摩
訂
止
観
ノ第
二
　
四
種
三
味
の
御
本
尊
は
阿
爾
陀
佛
也
。
不
空
三
蔵
の
法
華
経
の
観
智
の
儀
軌
は
釈
迦

多
宝
を
以
て
法
華
経
の
本
尊
と
せ
り
。
汝
何
ゾ
此
等
の
義
に
相
違
す
る
や
。

答
云
、
是
私
の
義
に
あ
ら
ず
。
上
に
出
す
と
こ
ろ
の
経
文
並
に
天
台
大
師
の
御
釈
也
。
但
摩
訂
止
観
の
四
種
三
味
の
本
尊
は
阿

爾
陀
佛
と
者
、
彼
は
常
坐

・
常
行

。
非
行
非
坐
の
三
種
の
本
尊
は
阿
爾
陀
佛
也
。
文
殊
問
経

。
般
舟
三
味
経

・
請
観
音
経
等
に

よ
る
。
是
ハ爾
前
の
諸
経
の
内
未
顕
具
賓
の
経
也
。
半
行
半
坐
三
味
に
は
二
あ
り
。　
一
に
は
方
等
経
七
佛
八
菩
薩
等
を
本
尊
と

す
。
彼
経
に
よ
る
。
二
に
は
法
華
経
ノ釈
迦
多
宝
等
を
引
奉
れ
ど
も
、
濃
華
「
耐
３
緑
り
邸
考
■
颯
暇
∃
畿
な
本
瓢
な
す
べ
Ｂ
「

不
空
三
蔵
法
華
儀
軌
は
宝
塔
品
の
文
に
よ
れ
り‐
。
此
は
法
華‐
経
の
教
主
を‐
本
尊
と
す
。く瀾
事
経
の
頭
意
に
は
な
ら
ず
。
上
に
挙

る
所
の
本
尊
は
釈
迦

。
多
宝

・
十
方
の
諸
佛
の
御
本
尊
、
法
華
経
の
行
者
の
正
意
也
。

続
く
第
三
問
答
で
は
、
四
種
三
味
中
の
半
行
半
坐
三
昧
の
法
華
三
味
に
つ
い
て
、
第
二
問
答
で
引
用
し
た

『法
華
三
味
懺
儀
』
に

基
づ
い
て
、
そ
の
本
尊
が

「法
華
経
」
で
あ
る
と
定
め
、
ま
た

「教
主
」
で
あ
る
釈
尊
を
本
尊
と
す
る
こ
と
は
不
空
の

『法
華
儀

軌
』
に
依

っ
た
考
え
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
こ
れ
は
宝
塔
品
、
す
な
わ
ち
逃
門
の
意
で
あ
り
、
法
華
経
の
正
意
で
は
な
い
と

し
て
こ
れ
を
退
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
尊
に
お
け
る

「法
華
経
の
行
者
の
正
意
」
を
あ
く
ま
で
も
法
華
経
＝

「法
本
尊
」
と
規
定

し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
法
華
経
が

「釈
迦

・
多
宝

。
十
方
の
諸
佛
の
御
本
尊
」
で
あ
る
と
い
う
、
第
二
問
答
と
同
様
の
法
勝
人
劣

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

【第
四
問
答
】

『木
ヰ
門
ふ
少
』
に
関
す
る
一
考
案
　
―
宗
ね
遠
夫
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
を
表
―



問
テ
云
ク
、
日
本
国
に
十
宗
あ
り
。
所
謂
倶
舎

・
成
賞

・
律

。
法
相

・
三
論

・
華
巌

。
具
言

・
澤
土

・
諄

・
法
華
宗
也
。
此
宗
は

皆
本
尊
ま
ち
ま
ち
な
り
。
所
謂
、
倶
舎

・
成
賓

・
律
の
三
宗
は
劣
應
身
の
小
釈
迦
也
。
法
相

・
三
論
の
二
宗
は
大
釈
迦
佛
を
本

尊
と
す
。
華
厳
宗
は
墓
上
の
る
さ
な

（慮
遮
那
）
報
身
の
釈
迦
如
来
、
員
言
宗
は
大
日
如
来
、
浄
土
宗
は
阿
爾
陀
佛
、
諄
宗
に

も
釈
迦
を
用
ヒた
り
。
何
覇
黎
可
暴
嘔
饉
譲
穫
驚
本
事
を
す
る
や
。

答
、
彼
等
は
佛
を
本
尊
と
す
る
に
是
は
経
を
本
尊
と
す
。
其
義
あ
る
べ
し
。

【第
五
問
答
】

間
、
其
義
如
何
。
佛
と
経
と
い
づ
れ
か
勝
レ
た
る
や
。

答
云
、
本
葦
ど
春
服
な
る
が
雨
賞
う
嗽
。
例
セば
儒
家
に
は
三
皇
五
帝
を
用
ヒて
本
尊
と
す
る
が
如
く
、
佛
家
に
も
驚
釈
迦
な
班

て
本
尊
と
す
べ
し
。

そ
し
て
、
第
四
問
答
に
お
い
て
、
経

（＝
法
）
を
本
尊
と
す
る
こ
と
の
意
義
を
問
わ
れ
、
第
五
問
答
で
そ
れ
に
答
え
て
、
「本
尊

と
は
勝
れ
た
る
を
用
ゆ
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宗
祖
の
本
尊
に
対
す
る
基
本
姿
勢
と
言

っ
て
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
し

か
し
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
宗
祖
が
こ
こ
で

「佛
家
に
も
又
釈
迦
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
」
と
、　
一
転
し
て
こ
れ
ま
で
の
問
答
で
否

定
し
て
き
た
は
ず
の

「人
本
尊
」
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
祖
は
こ
こ
ま
で
の
五
つ
の
問
答
に
お
い
て
、
人

法
二
つ
の
本
尊
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

【第
六
問
答
】

問
テ
云
ク
、
然
ス
者
汝
云
何
ゾ
釈
迦
を
以
て
本
尊
と
せ
ず
し
て
、
法
華
経
の
題
目
を
本
尊
と
す
る
や
。

答
フ、
上
に
挙
グ
る
と
こ
ろ
の
経
釈
を
見
給

へ
。
私
の
義
に
は
あ
ら
ず
。
釈
尊
と
天
台
と
は
法
華
経
を
本
尊
と
定
メ給
へ
り
。
末

代
今
の
宗
祖
も
佛
と
天
台
と
の
如
く
、
濃
事
経
な
以
で
べ
事
嵐
す
る
也
。
其
誕
鷹
濃
華
綴
出
釈
車
ら
資
毬
弩
認
悌
ａ
眼
田
也
ｏ
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０

そ
こ
で
第
六
問
答
に
お
い
て
、
第
五
問
答
で
示
し
た

「釈
迦
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
」
と
、
第

一
問
答
の

「法
華
経
の
題
目
を
以

て
本
尊
と
す
べ
し
」
と
の
矛
盾
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
最
終
結
論
と
し
て
は

「法
華
経
を

以
て
本
尊
と
す
る
也
」
と
し
て
法
本
尊
に
帰
着
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
諸
仏

（人
）
と
法
華
経

（法
）
を

〈所
生
―
能
生
〉

の
関
係
で
捉
え
る
こ
と
に
由
来
し
て
お
り
、
や
は
り
そ
れ
は
第
二
問
答
や
第
三
問
答
に
見
ら
れ
た
法
勝
人
劣
の
立
場
か
ら
言
及
さ
れ

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『本
尊
問
答
砂
』
に
お
い
て
は

「法
勝
人
劣
」
を
根
拠
と
し
て
題
日
本
尊
が
主
張
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
で

は
、
こ
う
し
た
法
勝
人
劣
論
は
、
こ
の

『本
尊
問
答
砂
』

の
持

つ

「特
殊
な
事
情
」
、
す
な
わ
ち
対
告
衆
で
あ
る
け
顕
房
の
機
根
の

問
題
が
背
景
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
他

の
宗
祖
遺
文
中
に
法
勝
人
劣
思
想
の
有
無
を
確
認
し
て
み
れ
ば
、
例
え
ば

『宝
軽
法
重
事
』
（別
表
遺
文
番
号
二

一

七
）
に
、
法
華
文
句
の
、

七
宝
ヲ奉
切
ハ
四
聖
電

不
叶
ィ
ス
如
”
持
Ｚ

一
掲
↓
。
法
ハ是
レ
聖
ノ
師
ナ
リ
能
生
能
養
能
成
能
栄
莫
”
過
ず
夕
火
於
法
馬

故
二人
ハ軽
ク
法
ハ重
キ

也
。
翁
大
正
蔵
』
三
四
巻

一
四
三
頁
下
段
）

の
文
に
対
す
る
注
釈
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
軽
と
申
ス
は
佛
を
人
と
申
ス
。
法
重
と
申
ス
は
法
華
経
な
り
。
夫
レ
法
華
已
前
ノ
諸
経
並
に
諸
論
は
佛
の
功
徳
を
ほ
め
て
候
、
佛

の
ご
と
し
。
此
法
華
経
は
経
の
功
徳
を
ほ
め
た
り
、
佛
の
父
母
の
ご
と
し
。

宗
祖
は
、
こ
こ
で
法
華
経
を

「仏
の
父
母
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
全
く
先
に
挙
げ
た

『本
尊
問
答
抄
』
の
第
六
問
答
と

同
様
で
あ
る
。

『木
キ
門
本
少
』
に
関
す
る
一
考
ネ
　
ー
常
れ
邊
夫
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
そ
義
―



ま
た
、
『上
野
殿
御
返
事
』
（別
表
二
七
六
）
で
も
、

佛
は
い
み
じ
じ
と

い
へ
ど
も
、
法
華
経
に
た
い

（対
）
し
ま
い
ら
せ
候

へ
ば
、
蛍
火
と
日
月
と
の
勝
劣
、
天
と
地
と
の
高
下
也
。

佛
を
供
養
し
て
か
か
る
功
徳
あ
り
。
い
わ
う
や
法
華
経
を
や
。

と
述
べ
、
こ
こ
で
も
法
勝
人
劣
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
様
の
表
現
は

『祈
祷
抄
』
（文
永
九
年

。
真
蹟
　
曽
存
）
に
も
見
ら
れ
る
。
（波
線
部
筆
者
）

佛
法
華
経
に
誠
メ
テ
云
ク
不
”
須
ｔ
復
安
メ
ル
マ
ヲ舎
利
ヮ
。
涅
槃
経
二
云
ク
諸
諸
佛
ノ
所
レノ、師
ト
ス
ル
所
謂
法
也
。
是
故
二如
来
恭
敬
供
養
ス
一ム
云
。

法
華
経
に
は
我
舎
利
を
法
華
経
に
並
べ
か
ら
ず
。
涅
槃
経
に
は
諸
佛
は
法
華
経
を
恭
敬
供
養
す
べ
し
と
説
ヵ
せ
給

へ
り
。
佛
此

法
華
経
を
さ
と
り
て
佛
に
成
、
し
か
も
人
に
説
キ
聞
ヵ
せ
給
は
ず
ば
佛
種
を
た
た
せ
給
ふ
失
あ
り
。
此
故
に
釈
迦
如
来
は
此
娑
婆

世
界
に
出
で
て
説
ヵ
ん
と
せ
さ
せ
給
し
を
、
元
品
の
無
明
と
申
ス第
六
天
の
魔
王
が

一
切
衆
生
の
身
に
入
て
、
佛
を
あ
だ
み
て
説

せ
ま
い
ら
せ
じ
と
せ
し
な
り
。

宗
祖
は
、
こ
こ
に
お
い
て
も

『本
尊
問
答
抄
』
と
同
様
に
、
法
華
経
法
師
品
と
涅
槃
経
如
来
性
品
の
文
を
挙
げ
て
、
「仏
こ
の
法

華
経
を
さ
と
り
て
仏
に
な
り
…
…
」
と
、
法
華
経

＝
能
生
、
仏
＝
所
生
と

い
う
関
係
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
法

。
仏
の
能
所
は
本
門
の
立
場
か
ら
は
そ
の
逆
で
あ
る
と
考
え
る
意
見
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
時

の
久
遠
本
仏
が
真
理
を
悟

っ
て
教
法

（法
華
経
）
を
生
み
だ
し
、
こ
の
教
法
に
よ

っ
て
諸
仏
が
生
ま
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
時
点

で
は
法
華
経

＝
所
生
、
仏
＝
能
生
で
あ
り
、
本
門
的
解
釈
か
ら
す
れ
ば
、
法

（法
華
経
）
よ
り
も
人

（久
遠
本
仏
）
の
方
が
勝
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
言
え
ば
、
『本
尊
問
答
砂
』
の
よ
う
な
法
勝
人
劣
の
立
場
は
述
門
的
解
釈
な
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ

は
宗
祖
の
本
意
で
は
な

い
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
に
第
二
問
答
で
、
「
上
に
挙
る
所
の
本
尊
は
釈
迦

。
多
宝

。
十
方
の
諸
佛
の
御
本
尊
、
法
華
経
の
行
者
の
正
意
也
」



と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
法
華
経
の
題
目
は

「法
華
経
の
行
者
」
に
と
っ
て
の
本
尊
に
他
な
ら
な
い
。
久
遠
本
仏
の
因
行
が

「我

れ
本
と
菩
薩
の
道
を
行
ぜ
り
」
（我
本
行
菩
薩
道
）
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
法
華
経
の
説
示
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
本
仏
も
ま
た
因

位
に
お
い
て
は

「法
華
経
の
行
者
」
釜
口薩
道
の
修
行
者
）
で
あ
る
と
言
い
得
る
。
こ
の
視
点
に
立
脚
す
れ
ば
、
法
華
経
＝
能
生
、
仏

＝
所
生
と
い
う
法
勝
人
劣
の
立
場
は
決
し
て
述
門
的
解
釈
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
ま
た
、
宗
祖
は

『法
華
儀
軌
』
に
示

さ
れ
る
釈
尊
と
多
宝
如
来
の
二
仏
並
坐
の
人
本
尊
形
態
を
、
宝
塔
品
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
点
で
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

む
し
ろ
人
本
尊
の
方
こ
そ
が
述
門
的
解
釈
で
あ
る
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
題
日
本
尊
の
根
拠
と
な

っ
て
い
る

「法
勝
人
劣
」
と
い
う
考
え
方
自
体
は
、
『本
尊
問
答
砂
』
に
の
み
認
め

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
宗
祖
の
思
想
の
根
底
に
あ
る
考
え
方
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
時
期
と
し
て
は
、
遅
く
と
も

『宝
軽

法
重
事
』
の
撰
述
さ
れ
た
建
治
二
年

（
一
一
一七
工Ｃ

に
は
、
宗
祖
の
中
に
法
勝
人
劣
思
想
が
確
立
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三
、
『本
尊
問
答
紗
』
の
位
置
づ
け

前
項
に
見
た
よ
う
に
、
『本
尊
問
答
砂
』
第
五
問
答
に
お
い
て
は
、　
一
旦
、
「佛
家
に
も
又
釈
迦
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
」
と
人
本

尊
を
提
示
し
て
い
る
点
で
、　
一
つ
の
矛
盾
を
手
ん
で
い
る
と
言
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
同

一
遺
文
内
に
お
け
る
矛
盾
し
た
表
現
は
、

『観
心
本
尊
抄
』
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
箇
所
で
は
、

其
本
尊
篤
”
ク体
、
本
師
ノ娑
婆
ノ
上
二宝
塔
居
晃
モ
塔
中
妙
法
蓮
華
経
左
右
二釈
迦
牟
尼
佛

・
多
宝
佛

・
釈
尊
ノ脇
士
ハ上
行
等
ノ
四

菩
薩
文
殊
爾
勒
等
四
菩
薩
ハ春
属
ト
シ
テ居
″末
座
一述
化

。
他
方
大
小
ノ諸
菩
薩
萬
民
ノ虎
弓
大
地
一如
″見
つガ
雲
閣
月
卿
つ。
十
方
ノ諸

佛
ハ虎

・・シタ
了
大
地
ノ
上
馬

表
ウ
ルガ
述
佛
述
土
ゥ故
也
。
如
時
是
ノ本
尊
ハ在
世
五
十
餘
年
．丘
お
之
。
八
年
之
間
但
限
ル
八
品
一
（定
遺
七

『木
専
門
各
少
』
に
関
す
る
一
考
来
　
―
宗
ね
逍
夫
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
を
表
―



一
二
頁
）

と
し
て
、
大
曼
荼
羅
の
儀
相
が
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
他
の
部
分
で
は
、
例
え
ば
、

此
時
地
涌
千
界
出
現
単
本
門
ノ釈
尊
ノ篤
群
脇
士
二

間
浮
提
第

一
ノ本
尊
可
”立
夕此
国
氏

（定
遺
七
一
一〇
頁
）

と
、
釈
迦
仏
と
四
菩
薩
に
よ
る

一
尊
四
士
の
形
態
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
門
寿
量
品
ノ本
尊
拉
二四
大
菩
薩
三
国
ノ王
臣
倶
二未
ビ
ダ
重
セ之
↓由
申
以之
ラ０
（定
遺
七
三
二
頁
）

と
い
う
表
現
は
、
「本
門
寿
量
品
の
本
尊
＝
釈
迦
仏
」
と
捉
え
ら
れ
、
こ
こ
で
は
釈
迦

一
仏
が
本
尊
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

像
法
ノ中
末
二観
音
薬
王
示
二
現
シ南
岳
天
台
等
卦
出
現
孝
以
″述
門
ゥ篤
”
面
卜
以
， 本
門
“篤
鮮
裏
卜
百
界
千
如

一
念
三
千
蓋
一り
其
義
↓。

但
ダ論
奪
理
具
↓事
行
ノ南
無
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
並
二本
門
ノ本
尊
未
プ廣
ク行
〆
之
ヲ０
（定
遺
七

一
九
頁
）

と
い
う
よ
う
な
、
「南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」
と

「本
門
の
本
尊
」
の
並
列
表
記
は
、
題
目
と
本
尊
が
別
の
も
の
と
し
て
表
現
さ

れ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
は

「釈
迦
仏
」
（人
本
尊
）
を
指
し
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『観
心
本
尊
抄
』
を
基
準
と
し
て
宗
祖
の
本
尊
義
を
判
別
し
よ
う
と
し
て
も
、
人
法
両
様
の
表
現
が
見
ら
れ
る
以

上
、
ど
ち
ら
か

一
方
に
決
定
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
恣
意
的
な
判
断
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

一
方
、
『本
尊
問
答
抄
』
に
お
い
て
も
、
第

一
問
答
で
は

「法
華
経
の
題
目
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
」
と
言
い
な
が
ら
、
第
五
問

答
で
は

「釈
迦
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
」
と
し
て
、
人

。
法
両
様
の
本
尊
を
示
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は

『観
心
本
尊
抄
』
と
同

様
で
あ
る
が
、
『本
尊
問
答
砂
』
は
こ
の
二
つ
の
本
尊
義
を
比
較
し
た
上
で
、
第
五
問
答
の
本
尊
を
否
定
し
て
い
る
と
い
う
点
に
注

目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第

一
問
答
も
第
五
問
答
も
、
と
も
に

「本
尊

と
す
べ
し
」
と
言
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

『四
菩
薩
造
立
抄
』



『上
野
殿
御
返
事
』

『孟
蘭
盆
御
書
』

『妙

一
女
御
返
事
』

『三
大
秘
法
稟
承
事
』

（ゴ
シ
ッ
ク
体
は
真
蹟

・
直
弟
の
写
本
の
確
認
が
で
き
る
も
の
）

『木
専
門
本
少
』
に
関
す
る
一
考
来
　
―
字
ね
遣
夫
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
そ
義
―

三
二
四

『十
字
御
書
』

三
二
六

『上
野
郷
主
等
御
返
事
』

三
二
二

『新
池
殿
御
消
息
』

三
三
八

『上
野
殿
御
返
事
』

三
四
〇

『四
条
金
吾
殿
御
返
事
』

三
四

一

『寂
日
房
御
書
』

二
五
二

『富
木
殿
女
房
尼
御
前
御
返
事
』

二
五
三

『兵
衛
志
殿
女
房
御
返
事
』

二
五
四

『中
興
入
道
御
消
息
』

二
五
九

『上
野
殿
御
返
事
』

三
六
四

『富
城
入
道
殿
御
返
事
』

三
六
九

『窪
尼
御
前
御
返
事
』

三
七

一

『千
日
尼
御
返
事
』

三
八
七

『大
豆
御
書
』

三
九
〇

『日
厳
尼
御
前
御
返
事
』

二
九
二

『智
妙
坊
御
返
事
』

四

一
〇

『治
部
房
御
返
事
』

四
二
〇

『窪
尼
御
前
御
返
事
』

は
ど
ち
ら
も

「本
尊
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
矛
盾
は
、
宗
祖
遺
文
全
体

に
わ
た

っ
て
見
ら
れ
る
矛
盾
で
も
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
宗
祖
遺
文

で
は
、
人

の
形
態
も

「本

尊
」
と
表
現
さ
れ
、
法

の
形
態
も
ま
た

「本

尊
」
と
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
『本
尊
問

答
砂
』
は
、
こ
の
両
者
を
登
場
さ
せ
た
上
で
そ

の
勝
劣
を
論
じ
て
お
り
、
こ
こ
で
教
主
と
し
て

の

「本
尊
」
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
書
は
い
わ
ば

両
者
の

「本
尊
」
の
矛
盾
を
解
決
す
る
、
唯

一

の
遺
文
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
『本
尊
問
答
砂
』
を
基
準
と
し
て

宗
祖
遺
文
全
体
を
見
て
み
る
と
、
『本
尊
問
答

砂
』
撰
述
の
前
後
で
、
本
尊
に
関
す
る
表
現
に

変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

別
表
の
中
で

『本
尊
問
答
砂
』
以
後
に
限

つ

て
、
そ
の
本
尊
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い



る
か
を
見
て
み
る
と
、
前
頁
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
法
本
尊
的
表
現
が
十
九
篇

（そ
？
つ
ち
真
蹟
は
十
一二
こ

に
及
ぶ
の
に
対
し
て
、
人
本
尊
的
表
現
は
わ
ず
か
に
五

篇

（そ
の
う
ち
真
蹟
は

『孟
蘭
盆
御
書
』
の
正
届
の
み
）
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
本
尊
的
表
現
の
中
で
、
例
え
ば

『四
菩
薩
造
立

抄
』
（別
表
三
一
一七
）
な
ど
は
、
仏
菩
薩
像
の
造
像
に
関
す
る
記
述
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
宗
祖
が
仏
菩
薩
像
の
造
立
を
勧
め
て
い

た
と
い
う
こ
と
は
わ
か
る
が
、
と
く
に
人
本
尊
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
主
張
も
な
い
。

『上
野
殿
御
返
事
』
（別
表
三
六
一こ

と

『孟
蘭
盆
御
書
』
（別
表
三
七
四
）
に
つ
い
て
は
、
供
養
物
に
対
す
る
儀
礼
的
言
辞
の
中
に

見
ら
れ
る
表
現
と
し
て
、
そ
の
御
宝
前
を

「御
仏
」
「仏
前
」
と
表
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら

「人
本
尊
的
表
現
」
に
分
類
し

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
供
養
物
感
謝
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
「法
華
経
の
御
宝
前
」
と
あ
る
こ
と
が
注
目
で
き
る
。
こ
の

「法
華

経
の
御
宝
前
」
は
、
『本
尊
問
答
砂
』
以
前
に
は
見
ら
れ
ず
、
逆
に
そ
れ
以
前
の
、
例
え
ば

『忘
持
経
事
』
（別
表
二
〓
こ

の

「教

主
釈
尊
ノ
御
宝
前
」
や

『光
日
房
御
書
』
（別
表
二
〓
こ

の

「釈
迦
仏
の
御
宝
前
」
と
い
う
、
御
宝
前
の
主
体
を

「釈
迦
仏
」
と
規

定
す
る
よ
う
な
表
現
が
、
『本
尊
問
答
砂
』
撰
述
以
後
に
お
い
て

一
切
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
御
宝
前
の
主
体
を

「法
華
経
」
と
表
現
し
た
の
は

『御
衣
並
単
衣
御
書
』
（別
表

一
九
五
）
の
、

衣
か
た
び
ら
は

一
な
れ
ど
も
、
法
華
経
に
ま
い
ら
せ
さ
せ
給
ぬ
れ
ば
、
法
華
経
の
文
字
は
六
萬
九
千
三
百
八
十
四
字
、　
一
字
は

一
佛
な
り
。
（定
遺

一
一
一
一
頁
）

が
初
出
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
宝
前
の
主
体
を
法
格
的
な
も
の
と
す
る
考
え
方
は
、
遅
く
と
も

『御
衣
並
軍
衣
御
書
』
の
書
か
れ
た

建
治
元
年

（
〓
一七
五
）
に
は
存
在
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。



四
、
小

　

　

結

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
研
究
で
は
、

①
　
法
勝
人
劣
の
思
想
は
、
『本
尊
問
答
砂
』
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。

②
　
を示
祖
遺
文
中
の

「本
尊
」
の
語
に
は
二
つ
の
意
味
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
二
種
類
が
同
時
に
現
れ
、
な
お
か
つ
そ
の
間
の

勝
劣
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
遺
文
は

『本
尊
問
答
砂
』
の
み
で
あ
る
。

③
　
『本
尊
問
答
砂
』
以
降
は

「法
本
尊
」
的
な
表
現
に
落
ち
着

い
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か

っ
た

「法
華
経
の
御
宝

前
」
と
い
う
語
を
多
用
し
て
い
る
。

と
い
う
結
論
を
得
た
。

『本
尊
問
答
砂
』
に
お
け
る
題
日
本
尊
の
主
張
は
、
「法
勝
人
劣
」
を
根
拠
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

「法
勝
人
劣
」
の
思

想
が
、
宗
祖
遺
文
に
お
い
て
な
ん
ら
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
浄
顕
房
に
対
し
て
曼
荼
羅
の
解
説
を
す
る
た
め
に
撰
述
さ

れ
た
と
い
う

「特
殊
な
事
情
」
を
理
由
に
、
『本
尊
問
答
砂
』
を
し
て
宗
祖
の
真
意
で
は
な
い
と
す
る
見
解
は
、
再
検
討
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
宗
祖
遺
文
中
に
お
け
る
本
尊
に
関
す
る
表
現
の
矛
盾
は
、
「本
尊
」
の
語
の
概
念
規
定
が
曖
味
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
生
じ

た
も
の
で
あ
り
、
『観
心
本
尊
抄
』
撰
述
の
時
点
に
お
い
て
も
尚
、
「本
尊
」
と
い
う
用
語
の
意
味
が
未
整
理
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
こ

と
が
、
宗
祖
の
本
尊
義
に
つ
い
て
の
解
明
を
困
難
に
さ
せ
た
と
も
言
え
よ
う
。
『本
尊
問
答
砂
』
第
六
問
答
の
問
い
、
す
な
わ
ち

「何
故
宗
祖
は
釈
迦
を
本
尊
と
す
る
と
言
い
な
が
ら
、　
一
方
で
法
華
経
の
題
目
を
本
尊
と
す
る
と
言
う
の
か
」
と
い
う
疑
間
は
、
宗

『木
専
門
本
少
』
に
関
す
る
一
考
慕
　
―
常
ね
逍
夫
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
を
表
―



祖
の
本
尊
論
を
考
察
す
る
全
て
の
研
究
者
の
問
い
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
宗
祖
遺
文
中
の
本
尊
の
語
の
曖
味
性
に
対
す
る
指

摘
で
あ
り
、
こ
の
問
答
に
よ
っ
て
の
み
、
宗
祖
遺
文
全
体
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
二
種
類
の

「本
尊
」
を
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
な

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『本
尊
問
答
砂
』
に
よ
っ
て
題
日
本
尊
が
明
確
に
示
さ
れ
た
後
は
、
「教
主
釈
尊
の
御
宝
前
」
と
い
う
表
現
は

用
い
ら
れ
ず
、
か
わ
つ
て

「法
華
経
の
御
宝
前
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

宗
祖
が
、
そ
の
初
期
の
思
想
か
ら
法
格
的
な
も
の
を
本
尊
の
主
体
と
考
え
て
お
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
初
期
に
お
い
て
は
人

格
的
な
仏
本
尊
を
本
尊
の
主
体
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
れ
が
後
に
法
格
的
な
も
の
を
本
尊
の
主
体
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

思
想
的
転
換
が
あ

っ
た
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
祖
遺
文
に
お
け
る
本
尊
の
語
に
は

二
つ
の
概
念
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
矛
盾
が

『本
尊
問
答
砂
』
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
さ
ら
に
、

そ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
根
拠
と
し
て
提
示
さ
れ
た
法
勝
人
劣
の
思
想
と
、
『本
尊
問
答
砂
』
以
後
に
の
み
出
現
す
る

「法
華
経
の
御

宝
前
」
と
類
似
し
た
表
現
が
、
共
に
建
治
年
間
に
現
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
建
治
年
間
以
降
、
特
に

『本
尊
問

答
砂
』
撰
述
以
後
の
弘
安
年
間
に
、
宗
祖
遺
文
中
の
本
尊
の
表
現
に
関
し
て
、　
一
つ
の
段
落
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ

ろ
つヽ
。

こ
の
よ
う
な
宗
祖
遺
文
に
お
け
る
本
尊
に
関
す
る
表
現
の
変
遷
が
、
宗
祖
の
思
想
的
展
開
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
思
う
。



【別
表
】
遺
文
中
に
示
さ
れ
た
本
尊
の
形
態

遺
文
番
号
は

『昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
の
表
示
に
随
っ
た
。

※
欄
は
真
蹟
の
存
欠
、
古
写
本
の
有
無
を
示
す
。

存
＝
真
蹟
現
存
　
欠
＝
真
蹟
現
存
せ
ず
　
曾
＝
曾
存
　
興
＝
日
興
写
本
　
源
＝
日
源
写
本

七

〇

四

六
一　
一二ハ

一
一三

遺
文
番
号

文
永
六
【
Ｎ
Ｏ
Ｏ

文
永
三

〓
い
〇
〇

弘
長
元
」
Ｎ
Ｏ
【
・〇

文
応
元
【い
０
０
・ト

系

年

（西
暦
）

法
門
可
被
申
様
之

事 善
無
畏
抄

船
守
爾
三
郎
許
御

書 唱
法
華
題
目
抄

圭
日
　

ル
石

或
我
生
身
の
本
尊
た
る
大
講
堂
教
主
釈
尊
を
や
き
は
ら
い
、
或

は
生
身
の
爾
勒
菩
薩
を
ほ
ろ
ぼ
す
。
進
で
は
教
主
釈
尊
の
怨
敵

と
な
り
、
退
は
営
来
爾
勒
の
出
世
を
過
と
く
る
い
候
か
。
こ
の

大
罪
は
経
論
に
い
ま
だ
と
か
れ
ず
。

然
レ
バ
者
営
世
乃
愚
者
は
佛
に
は
釈
迦
牟
尼
佛
於
本
尊
と
定
ぬ
れ
ば

自
然
仁
不
孝
ヵ
罪
脱
が
れ
、
法
華
経
於
信
ン̈ぬ
れ
ば
不
慮
に
謗
法
の

科
於
脱
た
り
。

海
中
い
ろ
く
づ
の
中
よ
り
出
現
の
佛
催
を
日
蓮
に
た
ま
わ
る
事
、

問
云
、
法
華
経
を
信
ぜ
ん
人
は
本
尊
並
に
行
儀
並
に
常
の
所
行

は
何
に
て
か
候
べ
き
。
答
云
、
第

一
に
本
尊
は
法
華
経
八
巻

・

一
巻

一
品

。
或
は
題
目
を
書
て
本
尊
と
可
定
法
師
品
並
に
神
力

品
に
見
え
た
り
。
又
た

へ
た
ら
ん
人
は
釈
迦
如
来

・
多
宝
佛
を

書
て
も
造
て
も
法
華
経
の
左
右
に
可
奉
立
之
。
又
た
へ
た
ら
ん

十
方
の
諸
佛

・
普
賢
菩
薩
等
を
も
つ
く
り
か
き
た
て
ま
つ
る
べ

し
。

本
尊
形
態
を
示
す
箇
所

四
五
四

四

一
二

二
三
〇

二
〇
三

定
本
頁
数

存 存 欠 欠 ※

人 人 人 法
本
尊

の
形
態

そ
の
他

『木
専
門
本
少
』
に
関
す
る
一
考
ネ
　
ー
京
ね
竜
夫
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
そ
表
―



九

六

七

九

七

六

七

六

七

六

七

六

七

二

文
永
九

い
ヽ
「
い
。Ｎ

文
永
八

い
い
ヽ
い
・０

文
永
七

】
Ｎ
Ｎ
Ｏ

文
馬 永
ざ 七

文
永
七
」
い
ヽ
〇

文
永
七

】
Ｎ
Ｎ
Ｏ

文
永
七
【
Ｎ
『
〇

八
宗
異
目
抄

月
満
御
前
御
書

善
無
畏
三
蔵
抄

善
無
畏
三
蔵
抄

善
無
畏
三
蔵
抄

善
無
畏
三
蔵
抄

真
間
釈
迦
佛
御
供

養
逐
状

自
っ
法
華
宗

外
ノ
員
言
等
ノ
七
宗
並
ヒ
ニ
浮
土
宗
等
ハ
以
，
釈
迦
如

来
ゥ
不
知
”篤
に
コー
父
卜
。

殊
に
御
祝
と
し
て
餅

。
酒

。
鳥
目

一
貫
文
送
給
候
畢
。
是
ま
た

御
本
尊

。
十
羅
刹
に
申
上
て
候
。

此
釈
迦
佛
を
造
ら
せ
給
事
申
計
な
し
。

善
導
法
然
並
に
営
世
の
学
者
等
が
邪
義
に
就
て
、
阿
爾
陀
佛
を

本
尊
と
し
て

一
向
に
念
佛
を
申
人
々
は
、
多
生
蹟
劫
を
ふ
る
と

も
、
此
邪
見
を
翻

へ
し
て
釈
迦
佛
法
華
経
に
婦
す
べ
し
と
は
見

え
ず
。

而
れ
ば
此
土
の

一
切
衆
生
生
死
を
厭
ひ
、
御
本
尊
を
崇
め
ん
と

お
ぼ
じ
め
さ
れ
ば
、
必
先
釈
尊
を
木
豊
の
像
に
顕
し
て
御
本
尊

と
定
め
さ
せ
給
て
、
其
後
力
お
は
し
ま
さ
ば
、
爾
陀
等
の
他
佛

に
も
及
べ
し
。

大
覺
世
尊
は
我
等
が
尊
主
也
、
先
御
本
尊
と
定
む
べ
し
。
二
に

は
、
釈
迦
如
来
は
娑
婆
世
界
の

一
切
衆
生
の
父
母
也
。

釈
迦
佛
御
造
立
の
御
事
。
無
始
蹟
劫
よ
り
い
ま
だ
顕
れ
ま
し
ま

さ
ぬ
己
心
の

一
念
三
千
の
佛
、
造
り
顕
し
ま
し
ま
す
か
。
は
せ

ま
い
り
て
を
が
み
ま
い
ら
せ
候
わ
ば
や
。

五
二
七

四
八
六

四
七
五

四
七
五

四
六
九

ｍ四
エハ
エハ

四
五
七

存 欠 欠 欠 欠 欠 欠

人 人 並
列

人 人 人



一　
一
人

一　
一
八

一
一
人

一
一
七

九

八

九

七

文
永
十
〓
い
ヽ
∞
・ヽ

文
永
十

Ｈ
Ｎ
『
∞
・ト

文
馬 永
お 十

文
永
十
いい
ヽ
ω

文
永
九

【
Ｎ
ヽ
Ｎ
・Ｎ

文
永
九
【Ｎ
『
Ｎ
・Ｎ

観
心
本
尊
抄

観
心
本
尊
抄

観
心
本
尊
抄

妙
法
曼
荼
羅
供
養

事 開
目
抄

草
木
成
仏
口
決

本
門
寿
量
品
ノ
本
尊
雄
二
四
大
菩
薩
三
国
ノ
王
臣
倶
二未
ビ
Ｆ
重
セ

之
↓由
申
は
之
ヲ
０

正
像
二
千
年
之
間
ハ小
乗
ノ釈
尊
ハ迦
葉
阿
難
ヲ篤
つ
脇
士
訃
。
櫂
大

乗
雄
涅
槃

。
法
華
経
ノ
述
門
等
ノ釈
尊
ハ以
，
文
殊
普
賢
等
，篤
，
脇

士
＋
。
此
等
ノ
佛
ラ造
「
豊
ヶド
モ
正
像
二未
”
有
，
寿
量
ノ
佛

。
来
ｉ
入
子

末
法
‘始
テ
此
ノ
佛
像
可
時
令
ユ
出
現
ｔ
欺
。

其
本
尊
篤
レ
般
本
師
ノ娑
婆
ノ
上
二宝
塔
居
完
モ
塔
中
妙
法
蓮
華
経

左
右
二釈
迦
牟
尼
佛

・
多
宝
佛

・
釈
尊
ノ脇
士
ハ上
行
等
ノ
四
菩
薩

文
殊
爾
勒
等
四
菩
薩
ハ春
属
ト
ン
テ
居
つ
末
座
一
述
化

。
他
方
大
小
ノ

諸
菩
薩
萬
民
ノ
虎
詳
大
地
二如
”
見
つ
ガ
雲
閣
月
卿
↓
。
十
方
ノ
諸
佛
ハ

虎
⇒
夕
；
大
地
ノ
上
瓦

表
ス
労
述
佛
逃
土
↓
故
也
。
如
嗜
是
ノ
本
尊
ハ

在
世
五
十
餘
年
一丘
お
之
。
八
年
之
間
但
限
つ
八
品
瓦

妙
法
蓮
華
経
御
本
尊
供
養
候
。
此
曼
陀
羅
は
文
字
は
五
字
七
字

に
て
候

へ
ど
も
、
三
世
諸
佛
の
御
師
、　
一
切
の
女
人
の
成
佛
の

印
文
也
。

而
を
天
台
宗
よ
り
外
の
諸
宗
は
本
尊
に
ま
ど
え
り
。
（中
略
）

佛
を
さ
げ
経
を
下
。
此
皆
本
尊
に
迷
。
例
せ
ば
三
皇
己
前
に
父

を
し
ら
ず
、
人
皆
禽
獣
に
同
ぜ
し
が
ご
と
し
。
寿
量
品
を
し
ら

ざ
る
諸
宗
の
者
畜
同
。
不
知
恩
の
者
な
り
。

一
念
三
千
の
法
門
を
ふ
り
す
す
ぎ

（振
濯
）
た
て
た
る
は
大
曼

陀
羅
な
り
。

七 七 七

一
二

六
九
八

五
七
八

五
三
四

存 存 存 欠 曾 欠

人 人 法 法 人 曼
荼
羅
初
出

『木
キ
門
本
少
』
に
関
す
る
一
考
来
　
―
宗
ね
邊
夫
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
そ
義
―



一
二
五

一
一
一二

一
一
一
二 八 八 八

文
馬 永
認 十

文
永
十
【Ｎ
Ｎ
ω
。い

文
永
十

卜
時
『
∞
・ｕ

文
永
十
【
Ｎ
Ｎ
∞
・ト

文
永
十
【
い
ヽ
∞
・ト

文
永
十
一Ｎ
『
∞
・ト

顕
仏
未
来
記

諸
法
実
相
抄

諸
法
実
相
抄

観
心
本
尊
抄

観
心
本
尊
抄

観
心
本
尊
抄

此
人
ハ得
，
守
護
之
カ
ヮ
以
，
本
門
本
尊

・
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字

令
畔
ン廣
・・宣
流
三
布
於
閻
浮
提
一歎
。

地
涌
の
菩
薩
の
中
の
上
首
唱
導
上
行
無
邊
行
等
菩
薩
よ
り
外
は
、

末
法
の
始
の
五
百
年
に
出
現
し
て
法
燈
の
妙
法
蓮
華
経
の
五
字

を
弘
め
給
の
み
な
ら
ず
、
宝
塔
の
中
の
二
佛
並
座
の
儀
式
を
作

り
顕
す
べ
き
人
な
し
。

さ
れ
ば
法
界
の
す
が
た
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
か
は
る
事
な
し
。

釈
迦
多
宝
の
二
佛
と
云
も
、
妙
法
等
の
五
字
よ
り
用
の
利
益
を

施
し
給
ふ
時
、
事
相
に
二
佛
と
顕
れ
て
、
宝
塔
の
中
に
し
て
う

な
づ
き
合
給
ふ
。
…
…

一
閻
浮
提
第

一
の
御
本
尊
を
信
じ
さ
せ

給

へ
。

不
¨
識
三

念
三
千
フ者

ス
佛
起
ル
大
慈
悲
フ
五
字
ノ
内
二裏
ミ
此
珠
ゥ

令
”
タ
ラ
懸
″
末
代
幼
稚
ノ
頚

ら
四
大
菩
薩
ノ守
‥
護
ンタ
ス
ζ
卜
此
人
ヮ

大
公
周
公
ノ
掃

扶
ン成
王
ヮ
四
皓
ガ侍

奉
セ
ンニ恵
帝
二不
¨
異
ラ
者
也
。

此
時
地
涌
千
界
出
現
；
本
門
ノ
釈
尊
ノ
篤
弓
脇
士
朴
一
閻
浮
提
第

可
本
尊
可
”
立
ン
此
国
蔦

像
法
′
中
末
二
観
音
薬
王
示
・

門
ゥ
篤
”
面
卜
以
，
本
門
↓
篤
叱

義
フ
。
但
ダ
論
マ
理
具
フ事
行
ノ

本
尊
未
ツ
廣
ク
行
デ
之
ヲ
○

・現
ン南
岳
天
台
等
朴
出
現
ンテ
以
一
述

′裏
卜
百
界
千
如

一
念
三
千
蓋
一
り
其

南
無
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
並
二本
門
ノ

七
四
〇

七
二
四

七
二
八

七
二
〇

七
二
〇

七

一
九

存 欠 欠 存 存 存

人 人

？

法

？
人 人 人



一
六
四

一
六
〇

一
四
五

一
四
〇

一
三
八

一
三
七

一
二
八

文
永
十

二

い
い
ヽ
い
。い

文
永
十
二

【Ｎ
ヽ
い
。一

文
永
十

一

【
Ｎ
↓
卜
・い

文
永
十

一

【Ｎ
ヽ
卜
・い

文

`永認 十

文
永
十
【
い
ヽ
∞

文
永
十
」Ｎ
Ｎ
ω
・∞

新
尼
御
前
御
返
事

四
条
金
吾
殿
女
房

御
返
事

法
華
取
要
抄

法
華
行
者
値
難
事

木
絵
二
像
開
眼
事

呵
責
謗
法
滅
罪
抄

経
王
殿
御
返
事

此
五
字
の
大
曼
荼
羅
を
身
に
帯
し
心
に
存
で
ば
…
…

釈
迦
佛

・
法
華
経

。
日
天
の
御
ま
え
に
申
あ
げ
候
ぬ
。

壇 所 問

典 残 云

如
来
滅
後
二
千
餘
年
二
龍
樹

。
天
親

。
天
台

・
博
教
ノ

４
０
秘
法
ト
ハ
何
物
ゾ
ャ
乎
。
答
テ
曰
ク
本
門
ノ
本
尊
卜
典
・
戒

題
ロ
ノ
五
字

也
。

天
台

・
俸
教
ハ宣
”
之
ヲ
本
門
ノ
本
尊
卜
典
四
菩
薩
卜
戒
壇
卜
南
無
妙

法
蓮
華
経
ノ
五
字

残
吟
夕
；
之
ヲ
Ｏ

木
豊
の
二
像
の
佛
の
前
に
経
を
置
け
ば
三
十
二
相
具
足
す
る
也
。

二
千
三
百
餘
年
が
間
、
教
主
釈
尊
の
給
像
木
像
賢
王
聖
主
本
尊

と
す
。
然
れ
ど
も
但
小
乗

。
大
乗

・
華
巌

・
涅
槃

・
観
経

・
法

華
経
の
述
門

・
普
賢
経
等
の
佛
、
員
言
大
日
経
等
の
佛
、
宝
塔

品
の
釈
迦
多
宝
等
を
ば
書
ど
も
、
い
ま
だ
寿
量
品
の
釈
尊
は
山

寺
精
舎
に
ま
し
ま
さ
ず
。

日
蓮
守
護
た
る
虎
の
御
本
尊
を
し
た
た
め
参
ら
せ
候
事
も
師
子

工
に
を
と
る
べ
か
ら
ず
。
経
云
、
師
子
奮
迅
之
力
と
は
是
也
。

又
此
曼
茶
羅
能
能
信
ぜ
さ
せ
給
べ
し
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
師

子
吼
の
如
し
。

八
六
七

八
五
七

八

一
五

七
九
八

七
九

一

七
八
四

七
五
〇

曾 存 存 存 存 欠 欠

法 並
列

人 人 並
列
？

人 法御
本
尊
＝
曼
荼
羅

『木
斗
門
本
少
』
に
関
す
る
一
考
来
　
―
常
れ
邊
夫
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
そ
義
―



一
一
一
二

二
〇
九

二
〇
五

二
〇
四

一
九
五

一
九
二

一
七
七

一
六
八

建
治
二

一
い
ヽ
〇
・∞

建
治
二
一い
ヽ
〇
・ω

建
治
二
【い
ヽ
〇
・∞

（文
永
九
）

建
治
二

【
い
ヽ
〇
・】

建
馬 治
胡 元

建
治
元

卜
い
ヽ
い
。Ｏ

建
治
元

Ｈ
い
ヽ
い
。∞

建
治
元

Ｈ
Ｎ
ヽ
い
。い

文
馬 永
ぴ 十

光
日
房
御
書

忘
持
経
事

阿
仏
房
御
書

清
澄
寺
大
衆
中

白
米
和
布
御
書

御
衣
泣
軍
衣
御
書

妙
心
尼
御
前
御
返

事 上
野
殿
御
返
事

神
国
王
御
書

釈
迦
佛
の
御
宝
前
に
し
て
書
夜
な
げ
き
と
ぶ
ら
は
ば
、

此
趣
キ
御
本
尊
法
華
経
に
も
ね
ん
ご
ろ
に
申
上
候
。

日
蓮
が
御
本
尊
の
手
に
ゆ
い

（結
）
つ
け
て
い
の
り
て
…
…

衣
か
た
び
ら
は

一
な
れ
ど
も
、
法
華
経
に
ま
い
ら
せ
さ
せ
給
ぬ

れ
ば
、
法
華
経
の
文
字
は
六
萬
九
千
三
百
八
十
四
字
、　
一
字
は

一
佛
な
り
。

こ
の
ま
ん
だ
ら

（曼
荼
羅
）

父
の
御
た
め
に
釈
迦
佛

。
法
華
経

へ
ま
い
ら
せ
給
に
や
。

其
外
小
巷
に
は
釈
尊
を
本
尊
と
し

一
切
経
を
安
置
し
た
り
し
…

一
一
六
〇

一
五

一

一
一
四
四

一　
一
三
五

一
一
三
一二

一
一
〇
五

九
八
八

八
九
二

存 存 欠 存 存 存 皿
（

興 存

人 人 人文
永
九
年
の
説
有

人 法 法御
宝
前
の
主
体
Ｈ

法
華
経
の
初
出

曼
荼
羅
＝
御
守
り

並
列

草
庵
の
様
子



二
四

一

二
三
四

三
二
九

三
二
四

一
一
一
一三 一〇

二

一
七

二

一
七

建
治
三

Ｈ
や
ヽ
「
・∞

建
治
二

Ｈ
い
ヽ
〇
・【
Ｎ

建
治
二

一
Ｎ
『
〇
・Φ

建
治
二
【い
ヽ
〇
・『

建
治
二
卜い
ヽ
０
・『

建
馬 治
ぶ 二

建
治
二
【Ｎ
Ｎ
Ｏ
・い

（弘
安
二
）

建
治

二

【
Ｎ
Ｎ
Ｏ
・ｕ

（弘
安
二
）

六
郎
次
郎
殿
御
返

事 本
尊
供
養
御
書

九
郎
太
郎
殿
御
返

事 報
恩
抄
送
文

報
恩
抄

四
条
金
吾
釈
迦
仏

供
養
事

宝
軽
法
重
事

宝
軽
法
重
事

白
米
三
斗
油

一
。
給
畢
。
い
ま
に
は
じ
め
ぬ
御
心
ざ
し
申

つ
く

し
が
た
く
候
。
日
蓮
が
悦
候
の
み
な
ら
ず
、
釈
迦
佛
定
て
御
悦

候
ら
ん
。

法
華
経
御
本
尊
御
供
養
の
御
僧
膳
料
米

一
駄

・
陣
鴫

一
駄
送
給

候
畢
。

法
華
経
釈
迦
佛
に
ゆ
づ
り
ま
い
ら
せ
候
ぬ
。

御
本
尊
固
し
て
進

候
。

日
本
乃
至

一
間
浮
提

一
同
に
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ

し
。
所
謂
宝
塔
の
内
の
釈
迦
多
宝

。
外
の
諸
佛
、
並
に
上
行
等

の
四
菩
薩
脇
士
と
な
る
べ
し
。

御
日
記
中
釈
迦
佛
の
木
像

一
般
等
一ｆ

一
閻
浮
提
の
内
法
華
経
の
寿
量
品
の
釈
迦
佛
の
形
像
を
か
き
つ

く
れ
る
堂
塔
い
ま
だ
候
は
ず
。

人
軽
と
申
は
佛
を
人
と
申
。
法
重
と
申
は
法
華
経
な
り
。
夫
法

華
已
前
諸
経
並
に
諸
論
は
佛
の
功
徳
を
ほ
め
て
候
、
佛
の
ご
と

し
。
此
法
華
経
は
経
の
功
徳
を
ほ
め
た
り
、
佛
の
父
母
の
ご
と

し
。

一
二
九
四

一
二
七
六

一
二
六
〇

一
二
五
〇

一
二
四
人

一
一
八
二

一
一
七
九

一
一
七
八

欠 欠 欠 欠 存 存 存 存

人 人 並

列
法 人 人 人弘

安
二
年
の
説
有

法
勝
人
劣

弘
安
二
年
の
説
有

『木
斗
門
本
少
』
に
関
す
る
一
考
来
　
―
京
ね
乾
夫
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
そ
義
―



二
七
四

二
七
〇

二
六
五

二
六
四

一　
一エハ
　
一

二
五
六

二
五
四

二
四
三

建
馬 治
認 四

建
治
三
【い
ヽ
ヽ

建
治
三

一
Ｎ
Ｎ
『
・
一
Ｈ

建
治
三

【
Ｎ
Ｎ
Ｎ
・
Ｈ
【

建
治
三
Ｈ一
ヽ
Ｎ
・〇

建
治
三

【
Ｎ
Ｎ
『
・∞

建
治
三
【い
ヽ
「
・∞

（弘
安
四
）

建
治
三
一
い
『
ヽ
・ト

松
野
殿
御
返
事

法
華
初
心
成
仏
抄

太
田
殿
女
房
御
返

事 兵
衛
市
殿
女
房
御

返
事

松
野
殿
御
返
事

日
女
御
前
御
返
事

兵
衛
志
殿
御
返
事

乗
明
聖
人
御
返
事

種
種
物
送
給
候
畢
。
山
中
の
す
ま
ゐ
思
遣
せ
給
て
、
雪
の
中
ふ

み
分
て
御
訪
候
事
、
御
志
定
て
法
華
経
　
十
羅
刹
も
知
食
候
覧
。

我
が
己
心
の
妙
法
蓮
華
経
を
本
尊
と
あ
が
め
奉
て
、
我
が
己
心

中
の
佛
性
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
よ
び
よ
ば
れ
て
顕
れ
給
虎
を
佛

と
は
云
也
。

今
法
華
経
に
衣
を
ま
い
ら
せ
給
女
人
あ
り
。

今
御
器
二
を
千
里
に
を
く
り

か
の
福
の
ご
と
く
な
る
べ
し

釈
迦
佛
に
ま
い
ら
せ
給

へ
ば
、

鵞
目

一
貫
文

。
油

一
升

・
衣

一
・
筆
十
管
給
候
。
今
に
始
め
ぬ

御
志
、
申
蓋
が
た
く
候

へ
ば
法
華
経
釈
迦
佛
に
任
せ
奉
り
候
。

此
故
未
曽
有
の
大
曼
荼
羅
と
は
名
付
奉
る
な
り
。
佛
滅
後
二
千

二
百
二
十
餘
年
に
は
此
御
本
尊
い
ま
だ
出
現
し
給
は
ず
と
云
事

也
。

釈
迦
佛

。
法
華
経
の
御
力
な
り
と
を
ぽ
す
ら
む
。

今
乗
明
法
師
妙
日
泣
妻
女
銅
錢
二
千
枚
供
養
法
華
経
。

一
四
四

一

一
四
三
二

一
四
〇

一

一
三
九
九

一
三
八
九

一
三
七
六

一
三
七

一

一
三
〇
〇

存 欠 欠 欠 欠 欠 存 存

法 法 法 人 並
列

法 並
列
弘
安
四
年
の
説
有

法



三
〇
五

三
〇
四

二
九
九

二
九
九

二
八
七

二

人

四

二

八

一

二
七
六

二
七
六

弘
安
元
【Ｎ
Ｎ
∞
・〇

弘
安
元
」
い
ヽ
∞
・∞

弘
安
元

Ｈ
Ｎ
Ｎ
∞
・『

弘
安
元
【Ｎ
Ｎ
∞
。Ｎ

弘
馬 安
認 元

弘
馬 安
認 元

弘
安
元
いヽ
Ｎ
∞
・∞

建
治
四
いヽ
Ｎ
∞
・Ｎ

建
治
四

【
Ｎ
Ｎ
∞
・Ｎ

妙
法
比
丘
尼
御
返

事 芋

一
駄
御
書

種
々
物
御
消
息

種
々
物
御
消
息

松
野
殿
御
返
事

是
日
尼
御
書

教
行
證
御
書

上
野
殿
御
返
事

上
野
殿
御
返
事

我
根
本
よ
り
持
ま
い
ら
せ
て
候
教
主
釈
尊
を
立
ま
い
ら
せ
、
法

華
経
を
手
に
に
ぎ
り
、
蓑
を
き
笠
を
さ
し
て
居
た
り
し
か
ど
も

法
華
経
に
申
あ
げ
候
ぬ
れ
ば
、

し
ろ
し
め
し
ぬ
ら
ん
。

御
心
ざ
し
は
さ
だ
め
て
釈
迦
佛

こ
の
す
ず
の
物
た
ま
わ
り
て
法
華
経
の
御
こ
へ

（撃
）
を
も

つ

ぎ
、
釈
迦
佛
の
御
い
の
ち
を
も
た
す
け
ま
い
ら
せ
さ
せ
給
ぬ
る

御
功
徳
、
た
だ
を
し
は
か
ら
せ
給
べ
し
。

み
な
み
な
の
も
の
を
く
り
給
て
法
華
経
に
ま
い
ら
せ
て
候
。

佛

。
法
華
経
に
ま
い
ら
せ
給

へ
る
女
人
の
成
佛
得
道
疑
べ
し
や
。

又
御
本
尊

一
ふ
く
か
き
て
ま
い
ら
せ
候
。
霊
山
浄
土
に
て
は
か

な
ら
ず
ゆ
き
あ
ひ
て
ま
つ
る
べ
し
。

抑
営
世
の
人
々
何
の
宗
々
に
か
本
門
の
本
尊

。
戒
壇
等
を
弘
通

せ
る
。
佛
滅
後
二
千
二
百
二
十
餘
年
に

一
人
も
候
は
ず
。

釈
迦
佛

・
法
華
経
の
御
そ
ら
事
の
候
べ
き
か
と
、
ふ
か
く
を
ぼ

し
め
し
候
へ
。

佛
は
い
み
じ
し
と
い
へ
ど
も
、
法
華
経
に
た
い

（対
）
し
ま
い

ら
せ
候

へ
ば
、
螢
火
と
日
月
と
の
勝
劣
、
天
と
地
と
の
高
下
也
。

佛
を
供
養
し
て
か
か
る
功
徳
あ
り
。
い
わ
う
や
法
華
経
を
や
。

一
五
六
三

一
五
五
〇

一
五
三

一

一
五
二
九

一
五
〇

一

一
四
九
四

一
四
人
八

一
四
五

一

一
四
五
〇

欠 存 存 存 欠 存 欠 皿
（

興

（塚
原
の
様
子
）

法 並
列

法 並

列
法 人

？

並
列

法
勝
人
劣

『木
斗
門
本
少
』
に
関
す
る
一
方
慕
　
―
常
れ
邊
夫
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
そ
表
―
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三
三
五

一一一一一一一一一

一一一一一一二

三
二
七

一二
一
一エハ

三
二
四

三
〇
七

三
〇
六

弘
安
二

〓
０
「
Φ
。い

弘
安
二

【
Ｎ
Ｎ
Ｏ
・い

弘
安
二

【
Ｎ
Ｎ
Ｏ
・い

弘
安
二
Ｈい
ヽ
Φ
・Ｎ

弘
安
二

【
Ｎ
Ｎ
Ｏ
・い

弘
安
元

【
Ｎ
『
∞
・
【
Ｎ

弘
安
元

【
ヽ
「
∞
・
一
〇

弘
馬 安
認 元

弘
安
元
い
い
『
∞
・０

四
菩
薩
造
立
抄

窪
尼
御
前
御
返
事

新
池
殿
御
消
息

日
眼
女
釈
迦
仏
供

養
事

上
野
郷
主
等
御
返

事 十
字
御
書

初
穂
御
書

本
尊
問
答
砂

上
野
殿
御
返
事

今
末
法
に
入
れ
ば
尤
佛
金
言
の
如
き
ん
ば
、
造
る
べ
き
時
な
れ

ば
本
佛
本
脇
士
造
り
奉
る
べ
き
時
也
。

ま
し
て
法
華
経
は
佛
に
ま
さ
ら
せ
給
事
、
星
と
月
と
と
も
し
び

と
日
と

の
ご
と
し
。

今

一
乗
妙
法
蓮
華
経
の
御
宝
前
に
備

へ
奉
て
、
南
無
妙
法
蓮
華

経
と
只

一
遍
唱
ま
い
ら
せ
候
畢
。

御
守
書
て
ま
い
ら
せ
候
。
三
界
主
教
主
釈
尊

一
燈
三
寸
像
造
立

檀
那
日
眼
女
。
御
供
養
御
布
施
前
二
貫
今

一
貫
一ｆ

今
の
檀
那
等
は
二
十
枚
の
金
の
も
ち
ゐ
を
法
華
経
の
御
前
に
さ

さ
げ
た
り
。
後
生
の
佛
は
疑
な
し
。

十
字
三
十
。
法
華
経
の
御
宝
前
に
つ
み
ま
い
ら
せ
候
ぬ
。

法
華
経
の
御
宝
前
二申
シ
上
て
候
。

問
云
、
末
代
悪
世
の
凡
夫
は
何
物
を
以
て
本
尊
と
定
べ
き
や
。

答
云
、
法
華
経
の
題
目
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
。

御
志
大
地
よ
り
も
あ
つ
く
、
虚
空
よ
り
も
ひ
ろ
し
。
予
が
言
は

力
及
ぶ
べ
か
ら
ず
。
た
だ
法
華
経
と
釈
迦
佛
と
に
ゆ
づ
り
ま
い

ら
せ
候
。

一
六
四
八

一
六
四
五

一
六
三
九

一
エハ
一
一三

一　
エハ
一
一一
一

一
六
二
〇

一
五
九
二

一
五
七
三

一
五
七
二

欠 存 欠 曾 存 存 存 源   興 欠

人 法
勝
人
劣

法 御
守
＝
曼
荼
羅
、

釈
尊
像
造
立

法 法 法 法 並

列



一一一二ハ
一一一

三
五
九

三
五
七

三
五
四

三
五
三

三
五
二

三
四

一

三
四
〇

三

三

八

弘
安
三
一Ｎ
∞
〇
・∞

弘
安
三

Ｈ
Ｎ
∞
〇
・【

弘
安
二

一
Ｎ
Ｎ
Φ
・
Ｈ
Ｎ

弘
安
二

い
Ｎ
Ｎ
Φ
・
【
ド

弘
安
二

【
ヽ
Ｎ
Φ
・
Ｈ
【

弘
安
二

【
Ｎ
Ｎ
Φ
・【
【

弘
安
二
ＨＮ
Ｎ
Ｏ
・Φ

弘
安
二
【Ｎ
Ｎ
Ｏ
・Φ

弘
安
二

Ｈ
い
ヽ
〇
・∞

上
野
殿
御
返
事

上
野
殿
御
返
事

上
野
殿
御
返
事

中
興
入
道
御
消
息

兵
衛
志
殿
女
房
御

返
事

富
木
殿
女
房
尼
御

前
御
返
事

寂
日
房
御
書

四
条
金
吾
殿
御
返

事 上
野
殿
御
返
事

故
上
野
殿
御
忌
日
の
僧
鮮
料
米

一
た
は
ら
、
た
し
か
に
給
候
畢
。

御
佛
に
供
し
ま
い
ら
せ
て
、
自
我
掲

一
巻
よ
み
ま
い
ら
せ
候
ベ

‐‐レ。
十
字
六
十
枚

・
清
酒

一
筒

・
薯
預
五
十
本

。
柑
子
二
十

・
串
柿

一
連
送
給
候
畢
。
法
華
経
ノ
御
宝
前
に
か
ざ
り
進
ら
せ
候
。
春

始
三
日
種
々
の
物
法
華
経
ノ
御
宝
前
に
捧
候
畢
。

釈
迦
佛
法
華
経
定
て
御
計
候
は
ん
か
。

妙
法
蓮
華
経
の
御
宝
前
に
申
上
候
了
。

此
御
心
は
法
華
経
の
御
宝
前
に
申
上
て
候
。

法
華
経
に
は
い
の
り
ま
い
ら
せ
候

へ
。

法
華
経
の
道
場

へ
ま
い
り
給
べ
し
。
法
華
経
は
後
生
の
は
ぢ
を

か
く
す
衣
也
。
経
云
如
裸
者
得
衣
一ｆ
Ｏ
此
御
本
尊
こ
そ
冥
途

の
い
し
や
う
な
れ
。

法
華
経
の
御
宝
前
に
申
上
て
候
。

此
を
法
華
経
に
ま
い
ら
せ
さ
せ
給
。

一
七
四
四

七

一
一九

一
七
二

一

一
七

一
二

一
七

一
一

一
七

一
一

一
六
七
〇

一　
エハ
エハ
〓ユ

一
六
五
三

欠 存 存 欠 存 存 欠 曾 欠

人 法 並
列

法 法 法 法 法 法

『木
専
門
本
少
』
に
関
す
る
一
方
来
　
―
常
れ
乾
夫
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
そ
義
―



三
九
三

三
九
〇

三
人
七

三
七
九

三
七
五

三
七

四

三
七

一

三
六
九

三
六
四

弘
安
三

Ｈ
Ｎ
∞
〇
・
【
Ｎ

弘
安
三

【
Ｎ
∞
〇
・
Ｈ
ド

弘
安
三
【Ｎ
∞
〇
・ド〇

（文
永
七
）

弘
安
三
Ｈや
∞
〇
・Φ

弘
安
三

」
い
∞
〇
・『

弘
安
三
【Ｎ
∞
〇
・Ｎ

（建
治
三
）

弘
安
三
【い
∞
〇
・『

弘
安
三

【
い
∞
〇
・〇

弘
安
三
卜
い
∞
〇
・ト

智
妙
坊
御
返
事

日
厳
尼
御
前
御
返

事 大
豆
御
書

上
野
殿
後
家
尼
御

前
御
返
事

妙

一
女
御
返
事

孟
蘭
盆
御
書

千
日
尼
御
返
事

窪
尼
御
前
御
返
事

富
城
入
道
殿
御
返

事

鵞
目

一
貫
送
給
て
法
華
経
の
御
宝
前
に
申
上
候
了
。

法
華
経
の
御
宝
前
拉
に
日
月
天
に
申
上
候
畢
。

法
華
経
の
御
宝
前
に
申
上
候
。

釈
迦
佛

。
法
華
経
に
身
を
入
て
候
し
か
ば
臨
終
日
出
候
け
り
。

教
主
釈
尊
の
御
前
に
て
、
か
な
ら
ず
う
た

（訴
）

へ
申
べ
し
。

佛
前
に
さ
さ
げ
て
申
上
候
了
メ
Ｏ

法
華
経
の
御
宝
前
に
申
上
て
候
。

い
ま
の
比
丘
尼
は
、
あ
わ

（粟
）
の
わ
さ
ご
め

（早
稲
）
山
中

に
を
く
り
て
法
華
経
に
く
や
う
し
ま
い
ら
せ
給
。

八

一

一
人

一
九

一
八
〇
九

一
七
九
四

一
七
八
三

一
七
七
〇

一
七
五
九

一
七
五
三

一
七
四
六

存 欠 存 存 欠 存 存 存 存

法 法 法文
永
七
年
の
説
有

並
列

人 人建
治
三
年

の
説
有

法 法 法



四

一
一
四

四

一
一〇

四
〇
三

四
〇
三

四
〇
三

弘
安
五
ＨＮ
∞
Ｎ

弘
安
四

Ｈ
Ｎ
∞
Ｈ
・【
Ｎ

弘
安
四

】
い
∞
【
・∞

弘
安
四
】Ｎ
∞
【
・ト

弘
安
四
Ｈ一
∞
Ｈ
・ト

四
条
金
吾
殿
御
返

事 窪
尼
御
前
御
返
事

治
部
房
御
返
事

三
大
秘
法
稟
承
事

三
大
秘
法
稟
承
事

然
る
に
日
本
国
皆
釈
迦
佛
を
捨
さ
せ
給
て
候
に
、
い
か
な
る
過

去
の
善
根
に
て
や
法
華
経
と
釈
迦
佛
と
を
御
信
用
あ
り
て
、

各
々
あ
つ
ま
ら
せ
給
て
八
日
を
く
や
う
申
さ
せ
給
の
み
な
ら
ず
、

山
中
の
日
蓮
に
華
か
う

（香
）
を
を
く
ら
せ
候
や
ら
ん
。

此
は
日
蓮
を
御
く
や
う
は
候
は
ず
、
法
華
経
の
御
く
や
う
な
れ

ば
、
釈
迦
佛

。
多
宝
佛

。
十
方
の
諸
佛
に
此
功
徳
は
ま
か
せ
ま

い
ら
せ
候
。

珠
よ
り
も
重
し
候
稲
米
を
、

佛
に
成
ざ
る
べ
き
。

法
華
経
に
ま
い
ら
せ
給
人
、
争
か

寿
量
品
二所
フ
建
立
ウ
ル
本
尊
者
五
百
塵
鶏
ノ
営
初
以
来
此
土
有
縁

深
厚
本
有
無
作
三
身
ノ
教
主
釈
尊
是
也
。

寿
量
品
の
本
尊
と
戒
壇
と
題
目
の
五
字
也
。

一
九
〇
六

一
人
九
九

一
八
八
〇

一
八
六
四

一
人
六
二

存 □
（

欠 欠 欠

並
列
こ
こ
で
釈
迦
仏
に

言
及
す
る
の
は
釈

尊
降
誕
会
の
記
事

で
あ
る
た
め
か

法 法 人 人

王ヽ

（１
）

鈴
木

一
成

「祖
書
に
示
さ
れ
た
る
本
尊
の
種
々
相
」
翁
大
崎
学
報
』

一
〇
四
号
所
収

。
一
九
五
五
年
）
三
二
頁
参
照
。

（２
）

望
月
歓
厚

「日
蓮
聖
人
の
本
尊
に
つ
い
て
」
亀
大
崎
学
報
』

一
〇
四
号
所
収

。
一
九
五
五
年
）
二
頁
参
照
。

（３
）

同
右

『木
専
門
ふ
炒
』
に
関
す
る
一
考
慕
　
―
字
ね
邊
夫
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
そ
義
―



（４
）

『観
心
本
尊
抄
副
状
』
翁
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
、
以
下

『定
遺
し

七
二

一
頁
参
照
。

（５
）

浄
顕
房
の
も
と
に
は
、
す
で
に
建
治
二
年
に

『報
恩
抄
』
と
と
も
に
曼
茶
羅
本
尊
が
送
ら
れ
て
い
た

（『報
恩
抄
送
文
』
別
表

参
昭
じ

か
ら
、
そ
の
曼
荼
羅
に
関
す
る
質
問
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（６
）

望
月
歓
厚
前
掲
書

。
一
六
頁
参
照
。

（７
）

『日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
（第
五
巻

・
三
八
四
頁

。
日
蓮
聖
人
六
百
五
十
遠
忌
報
恩
記
念
会

。
一
九
三
二
年
）
に
お
い
て
も
、
優

陀
那
院
日
輝

（
一
八
〇
〇
―

一
八
五
九
）
の

『妙
宗
本
尊
略
弁
』
葛
充
沿
園
全
集
』
第
三
編

。
三
八
七
頁
）
の
説
を
紹
介
し
た
上
で
、

「本
抄
の
本
尊
も
他
御
書
と
同
じ
く
久
遠
本
仏
を
顕
は
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
対
告
衆
浄
顕
房
の
機
根
未
だ
至
ら
ざ
る
故
に
権
実

相
対
の
立
場
か
ら
、
述
門
な
ら
び
に
天
台
の
義
に
依

っ
て
説
か
れ
た
迄
で
あ
る
。
聖
人
の
本
尊
に
二
義
あ
る
こ
と
な
し
」
と
述
べ

て
い
る
。
ま
た
、
望
月
歓
厚
前
掲
書

。
一
五
ｒ

一
六
頁
、
お
よ
び
鈴
木

一
成
前
掲
書

。
三
五
頁
参
照
。

（８
）

望
月
歓
厚
前
掲
書

・
一
六
頁
参
照
。

（９
）

表
の
中
に
は
直
接
本
尊
形
態
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
遺
文
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
表
作
成
に
当
た

っ
て
は
望
月
歓
厚
前

掲
書

・
鈴
木

一
成
前
掲
書
に
列
挙
さ
れ
た
遺
文
を
参
考
に
し
た
。
ま
た
、
「人
」
か

「法
」
か
の
判
断
も
基
本
的
に
は
望
月
氏

・

鈴
木
氏
に
依

っ
た
。

（１０
）

鈴
木

一
成
前
掲
書

・
三
五
頁
、
茂
田
井
教
亨

『観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』
（山
喜
房
佛
書
林

。
一
九
六
四
年
）
六
五
頁
、
北
川

前
肇

『日
蓮
教
学
研
究
』
（平
楽
寺
書
店

。
一
九
八
七
年
）
三
六
頁
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

（１１
）

ま
た
、
北
川
前
肇
氏
は

「法
華
経
の
題
目
を
も

つ
て
本
尊
と
な
す
と
い
う
主
張
は
、
本
門
寿
量
品
の
仏
を
離
れ
て
存
在
す
る

も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
立
場
か
ら
、
『本
尊
問
答
砂
』
に
説
か
れ
る
法
本
尊
表
現
と

『観
心
本
尊
抄
』
等
に
見
ら
れ
る
人
本
尊

表
現
と
は
同
義
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
北
川
前
肇
前
掲
書

。
三
六
頁
参
照
。



（
‐２
）

本
門
本
尊
と
題
目
と
の
並
列
表
記
に
関
し
て
、
こ
れ
を
本
尊

＝
釈
尊
で
あ
る
と
す
る
見
解
は
、
望
月
歓
厚
前
掲
書

・
六
頁
、

鈴
木

一
成
前
掲
書

・
二
八
頁
参
照
。

（
・３
）

鈴
木

一
成

『日
蓮
聖
人
遺
文
の
文
献
学
的
研
究
』
（山
喜
房
仏
書
林

。
一
九
六
五
年
）
三
八
二
頁
参
照
。

（
・４
）

本
稿
と
同

一
主
旨
の
論
政
に
は
、
拙
稿

「本
尊
の
探
求
―
日
蓮
聖
人
の
示
し
た
本
尊
―
」
（コ
（隆
学
林
紀
要
』

一
一
号
所
収

・

二
〇
〇
三
年
）
の
他
、
山
上
弘
道

「
日
蓮
大
聖
人
の
思
想

（工Ｃ
」
翁
興
風
』

王
ハ
号
所
収

。
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
る
。
な
お
、
山
上

弘
道
氏
は
花
押
の
変
化
と
も
関
連
づ
け
て
、
『本
尊
問
答
抄
』
撰
述
前
後
に
宗
祖
の
思
想
的
変
化
が
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉
　

法
華
経
の
御
宝
前
　
観
心
本
尊
抄
　
法
勝
人
劣

『木
専
門
本
少
』

に
関
す
る

一
考
慕

―
常
れ
邊
夫
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
そ
の
そ
義
―


